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   ・全参加者がその場が楽しい場となるように配慮する。 








 大会は、新宿駅前キャンパス（総合校舎コクーンタワー）23 階 231 教室で開催した。
開催状況は、大会終了後、＠CAMPUS に「大会レポート」として報告しているが、ここ
で 3 つの大会の開催状況の概要を述べる。 
（１）第 1 回大会：2019 年 10 月 27 日（日）  
 参加者は 10 名であった。司会を植田が行った。今回のテーマは、「みんなにすすめたい
本 」とした。 
第 1 ゲームの発表者等は以下のとおりである。 
  ・櫛原克哉；『つながり——社会的ネットワークの驚くべき力』（ニコラス・A・クリス
タキス, ジェイムズ・H・ファウラーほか（鬼澤忍訳）講談社 2009 年） 
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・櫛原克哉；『社会は情報化の夢を見る』（佐藤俊樹 河出書房新社 2010 年） 
・植田美津恵；『親鸞で考える相模原事件』（芹沢俊介 東京一組よにん会 2017 年）   
・佐久間孝正；『蒼氓』（石川達三 新潮文庫 1951 年）  
第２ゲームの発表者は以下のとおりである。 
・作山昭彦；『幕末』（司馬遼太郎 文藝春秋 2001 年） 
  ・櫛原克哉；『スパイスの科学』（武政三男 河出書房新社 2015 年） 
  ・植田美津恵；『夜と霧（新版）』（ヴィクトール・Ｅ・フランクル （池田香代子
訳 みすず書房 2002 年） 
・佐久間孝正；『非色』（有吉佐和子 角川文庫 1967 年）  












                         
ビブリオバトルのルールの説明場面                  発表者の発表場面 
           
     観覧者の質問場面                        発表本の紹介 
 
 
  ・堀田 泉；『小津安二郎先生の思い出』（笠 智衆 朝日文庫 2007 年） 
第 2 ゲームの発表者等は以下のとおりである。 
  ・櫛原克哉；『アースダイバー』（中沢新一 講談社 2010 年） 
・森佳奈枝；『ＮＯ．６』（あさのあつこ 講談社 2003 年） 








全国規模で開催されているビブリオバトルにおいても参加者は、15 人から 20 人の規模
である。初めての企画として 10 人が参加したことは喜ばしいことであると考えた。次回
は、投票によって読みたくなった本を選ぶには発表本が多い方が望ましいと考え、発表者
を 3 人から 4 人にすることにした。 
 
（２）第 2 回大会：2019 年 12 月 15 日（日）  
参加者は、11 名であった。第 2 回は、司会を植田が行った。今回のテーマは、前回と同
様に「みんなにすすめたい本 」とした。 
 第 1 ゲームの発表者は以下のとおりである。 
 ・宮本誉史；『蔦屋』（谷津矢車 学研パブリッシング 2014 年） 
  ・小泉正太；『教えるということ』（大村はま ちくま学芸文庫 1996 年） 
  ・森佳奈枝；『彩雲国物語』（雪乃沙衣 角川書店 2003 年）  
  ・佐久間孝正；『昭和史 1926－1945』（半藤一利 平凡社 2015 年） 
 第２ゲームの発表者は以下のとおりである。 
・小泉正太；『天才』（石原慎太郎 幻冬舎 2016 年） 
・宮本誉史；『トヨトミの野望』（梶山三郎 講談社 2016 年） 
・森佳奈枝；『桃源郷「ようこそ地球さん」』（星新一 新潮社 1972 年） 
・佐久間孝正；『インド読本』（藤原信也編 福武文庫 1988 年）  
 発表者として 2 名の学生が参加した。これについては後述する。次回は、書評する本の
ジャンルを自由にして開催することにした。 
 
（３）第 3 回大会：2020 年 2 月 9 日(日)  
参加者は、9 名であった。第 3 回の司会は堀田が行った。今回のテーマは、「みんなに 
すすめたい本 － ジャンルフリー」とした。 
第 1 ゲームの発表者は以下のとおりである。 
・作山昭彦；『お買いものパンダの本』（（監修）楽天株式会社 （企画）山岡まど
  か 出版社 株式会社 KADOKAWA  2015 年） 
204 東京通信大学紀要　第 3 号（2020）
04-13_学内共同研究報告-植田美津恵ほか.indd   204 2021/03/10   11:53:18
・櫛原克哉；『社会は情報化の夢を見る』（佐藤俊樹 河出書房新社 2010 年） 
・植田美津恵；『親鸞で考える相模原事件』（芹沢俊介 東京一組よにん会 2017 年）   
・佐久間孝正；『蒼氓』（石川達三 新潮文庫 1951 年）  
第２ゲームの発表者は以下のとおりである。 
・作山昭彦；『幕末』（司馬遼太郎 文藝春秋 2001 年） 
  ・櫛原克哉；『スパイスの科学』（武政三男 河出書房新社 2015 年） 
  ・植田美津恵；『夜と霧（新版）』（ヴィクトール・Ｅ・フランクル （池田香代子
訳 みすず書房 2002 年） 
・佐久間孝正；『非色』（有吉佐和子 角川文庫 1967 年）  












                         
ビブリオバトルのルールの説明場面                  発表者の発表場面 
           
     観覧者の質問場面                        発表本の紹介 
 
 
  ・堀田 泉；『小津安二郎先生の思い出』（笠 智衆 朝日文庫 2007 年） 
第 2 ゲームの発表者等は以下のとおりである。 
  ・櫛原克哉；『アースダイバー』（中沢新一 講談社 2010 年） 
・森佳奈枝；『ＮＯ．６』（あさのあつこ 講談社 2003 年） 








全国規模で開催されているビブリオバトルにおいても参加者は、15 人から 20 人の規模
である。初めての企画として 10 人が参加したことは喜ばしいことであると考えた。次回
は、投票によって読みたくなった本を選ぶには発表本が多い方が望ましいと考え、発表者
を 3 人から 4 人にすることにした。 
 
（２）第 2 回大会：2019 年 12 月 15 日（日）  
参加者は、11 名であった。第 2 回は、司会を植田が行った。今回のテーマは、前回と同
様に「みんなにすすめたい本 」とした。 
 第 1 ゲームの発表者は以下のとおりである。 
 ・宮本誉史；『蔦屋』（谷津矢車 学研パブリッシング 2014 年） 
  ・小泉正太；『教えるということ』（大村はま ちくま学芸文庫 1996 年） 
  ・森佳奈枝；『彩雲国物語』（雪乃沙衣 角川書店 2003 年）  
  ・佐久間孝正；『昭和史 1926－1945』（半藤一利 平凡社 2015 年） 
 第２ゲームの発表者は以下のとおりである。 
・小泉正太；『天才』（石原慎太郎 幻冬舎 2016 年） 
・宮本誉史；『トヨトミの野望』（梶山三郎 講談社 2016 年） 
・森佳奈枝；『桃源郷「ようこそ地球さん」』（星新一 新潮社 1972 年） 
・佐久間孝正；『インド読本』（藤原信也編 福武文庫 1988 年）  
 発表者として 2 名の学生が参加した。これについては後述する。次回は、書評する本の
ジャンルを自由にして開催することにした。 
 
（３）第 3 回大会：2020 年 2 月 9 日(日)  
参加者は、9 名であった。第 3 回の司会は堀田が行った。今回のテーマは、「みんなに 
すすめたい本 － ジャンルフリー」とした。 
第 1 ゲームの発表者は以下のとおりである。 
・作山昭彦；『お買いものパンダの本』（（監修）楽天株式会社 （企画）山岡まど
  か 出版社 株式会社 KADOKAWA  2015 年） 
205ビブリオバトルの東京通信大学への適用














































つか 2 つ、伝えたいことを用意しておく。 
 




















 第 2 回大会に参加した学生の感想を示す。 
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② 公式ルールの確認：はじめての参加者もいるので丁寧に説明する必要がある。とくに   
ディスカッションで批判的な論調を避けること、発表内容に沿わない発言は雰囲気 
をそこねるので徹底が必要だが柔らかい口調が大事である。 
③ 発表順の決定：司会が担当しない場合や省略されることもあるが、戦略的に順番は   
重要なので慎重に進める。 
④ 登壇者への促し：とくに初めての人は緊張するので適切な配慮を行う。 
⑤ ディスカッション：この進行、とくに時間の管理が一番難しい。質問が活発に出ると  
時間が取られ、無理に打ち切ると不自然になる。反対に質問が出ないと司会が出し    
たりすることもある。活発でないときは質問を上手に促す必要はあるが、司会の主 
観がジャッジに影響しないよう配慮を要する。 
⑥ ジャッジ：手順とその意図の説明は不可欠である。結果の発表を期待して待つよう  
な雰囲気を作りたい。しかし、もったいぶるようになってはまずい。 













































と思う。1 回目より 2 回目、さらに回数を重ねることで、発表能力はかなり高くなるのでは
ないかと考えられる。観覧者が増えると、そのプレッシャーに打ち勝つ自己鍛錬も必要とな
り、ぜひすべての学生に体験してもらいたいと思う。本学では、オンラインのビブリオバト
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オバトルタイマー 
（５）学生の参加を含め周知の方法 


















































ルタイマー」（http://tokyo-biblio.com/timer 2020 年 3 月 30 日アクセス）を使用した。タ
イマーは、スタートした時点にベルが 1 回、4 分経過時点（終了 1 分前）に予鈴が 1 回、5
























  タブレット端末 2 台を用いたビブリオ         PC とタブレット端末をミラーリングしたビブリ          
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 ４）谷口忠大、川上浩司、片井 修（2010）書評により媒介される社会的相互作用場の設計 ヒューマン
インタフェース学会論文誌 12(4), 427-437. 
 
参考文献 





ンラインシステムによる社会的相互作用の場の共有を志向して — ）。 
本研究の計画は、2019 年度東京通信大学「人を対象とする研究倫理委員会」の審査を受
け、承認された。 









植田 美津恵 (うえだ みつえ)    東京通信大学 人間福祉学部 准教授 
櫛原 克哉 (くしはら かつや)     東京通信大学 情報マネジメント学部 助教 
佐久間 孝正 (さくま こうせい)  東京通信大学 人間福祉学部 教授 
都築 繁幸 (つづき しげゆき)   東京通信大学 人間福祉学部 教授 




































１） 文科省中央教育審議会（2012）新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて   
～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～（答申） 
 ２）教育振興基本部会（2011）第２期教育振興基本計画 
 ３）ビブリオバトル普及委員会(2013) ビブリオバトル入門－本を通して人を知る・人を通して本を知 
る－ 情報科学技術協会 
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